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1. 背景・目的 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故により，

大量の放射性物質が飛散し土壌等に沈着した．中でも放射性セシウム 137(137Cs)は，物理

的半減期が 30.2 年であり，土壌有機物や粘土鉱物に吸着しやすい特徴を持っている．土

壌に吸着した 137Cs は，降雨による出水によって，水路，河川，湖沼，沿岸域に再分配さ

れるため，事故周辺地域での住民の生活や農林水産物に長期にわたる影響が懸念される．

そのため，継続的に流域における 137Cs の動態をモニタリングする必要がある．本研究で

は，福島県飯舘村の 2 河川を対象に現地観測を行い，長期的な 137Cs の流出の変化を明ら

かにすることを目的とした．  

2. 研究方法 

2.1 対象地概要 

福島県飯舘村は福島第一原子力発電所から北西に直線

距離が約 30～50km の所に位置し，総面積は約 230.13km2，

その約 75％を山林が占めている．本研究では飯舘村の真

野川と比曽川を対象流域とした (Fig.1)．真野川は飯舘村の

北部に位置し，流域面積は約 10.8km2，うち森林が約 74％，

畑地が約 18.5％，水田が約 6.2％，荒地が 0.5％，宅地が約 0.8％を占めている．比曽川は飯

舘村の南部に位置し，流域面積は約 25.6km2，うち森林が約 74％，畑地が約 14％，水田は

約 9.8％，荒地が約 1.8％，宅地が約 0.4％を占めている．比曽川は一部に帰還困難区域を含

むため，真野川より 137Cs の沈着量が大きい．2013 年 3 月における 137Cs の土壌沈着量の平

均値は真野川の佐須地区で約 422Bq/m2，比曽川の蕨平地区で約 1021Bq/m2 となっている． 

2.2 現地観測 

真野川は 2013 年 5 月から，比曽川は 2013 年 6 月

から現在 2019 年 4 月現在まで継続して観測を行っ

ている．計測項目および手順を Fig.2 に示す．真野

川および比曽川に各計測機器を設置し，雨量，水位，

濁度を 10 分間隔で連続測定を行った．また，自動採

水機(6712，ISCO)を用いて降雨時に約 1Ｌの採水を

行った．採水試料は，目開き 0.42mm のふるいにかけ，SS（懸濁物質）を細粒成分と粗粒

成分に分けた．その後，それぞれの試料を孔径 1μm のガラス繊維濾紙で吸引濾過を行い，

細粒成分と粗粒成分の SS 濃度を求めた．放射線検出器として NaI シンチレーション検出

 
Fig.1 観測地の概要  

 
Fig.2 測定項目と測定手順  
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器(2480 WIZARD2 gamma counter，PerkinElmer)を用いて各試料の 137Cs 放射線量を測定し，

細粒成分懸濁態 137Cs 濃度，粗粒成分懸濁態 137Cs 濃度を算出した．  

3. 結果・考察 

真野川と比曽川における 0.42mm 以下の細粒成

分の SS 濃度と Cs 濃度の関係を Fig.3，Fig.4 に示

す．比曽川は帰還困難区域を含むため，真野川よ

りも高い 137Cs 濃度を示している．また，両流域

において，2015 年 9 月の豪雨により傾きが大きく

減少し，その後は 2016 年から 2018 年まで低濃度

を示している．137Cs 濃度は 2016 年から 2018 年ま

でほぼ一定の値を示していることから，今後も一

定の値で推移すると予測される．  

0.42mm 以下の細粒成分の SS 1mg 当たりの

137Cs 線量の関係を一雨ごとに分け，その近似直線

の傾き(SS 基準の 137Cs 濃度)の変化を Fig.5，Fig.6

に示す．なお，2014 年は採水をしていないため，

省略している．比曽川において，SS 基準の 137Cs

濃度は，2017 年に比べ 2018 年でわずかに上昇し

ている．比曽川は上流に帰還困難区域で

ある長泥地区を含んでおり，長泥地区で

の除染作業は 2018 年 9 月下旬より開始

された．除染作業により土砂流出が増加

し，137Cs の流入も増加したためと考えら

れる．  

比曽川と真野川の両流域において，

2016 年 4 月と 2018 年 3 月の春先で 137Cs

濃度がやや上昇している．冬期で凍結し

た土壌が春先の気温上昇により融解し，

土壌表面の攪乱されたため，春先での降

水で傾斜地から大量の土砂が流入し，

137Cs 濃度が上昇してことが考えられる． 

4. 結論 

福島県飯舘村の真野川と比曽川におけ

る懸濁物質に含まれる放射性セシウムは，2015 年で大きく減少して以降，今後も低濃度の

まま推移すると予測される．また，土壌の凍結・融解により，春先の降水では放射性セシ

ウムの流出がやや多くなることが考えられる．   
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Fig.5 SS 基準の 137Cs 濃度の変化(比曽川) 

 
Fig.6 SS 基準の 137Cs 濃度の変化(真野川) 

 
Fig.3 SS 基準の 137Cs 濃度(比曽川) 

 
Fig.4 SS 基準の 137Cs 濃度(真野川) 
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